
・高い接着性を有しポリプロピレンと異素材の塗装・接着を容易にします。

・ガラス繊維、炭素繊維、セルロースナノファイバー(CNF)などのポリプロピレンに対する

分散性を大幅に向上させます。

ポリプロピレンアイオノマー

ポリプロピレン 2.0 シリーズ ポリマー改質剤

特徴

ポリプロピレンアイオノマー使用時

ポリプロピレンブロックの結晶化と
酸ブロックの面での接着により接着力が高い

異素材

高い
接着強度

市販改質剤使用時

酸が点で接着しているだけのため接着力が低い

異素材

ポリプロピレン基材
接着強度
低い

アイオノマーの改質効果

製造 販売

問い合わせ先 株式会社三栄興業 柏テクニカルセンター
研究開発室チーフ 佐々木大輔
〒277-0882 千葉県柏市柏の葉5-4-19 東大柏ベンチャープラザ 206A
TEL：04-7192-7506  FAX：04-7192-8375
E-mail：sasaki@misato-net.com
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具体的な用途

風力発電部材 スポーツ用品 自動車内装・外装 航空機部材 ロボット部材
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炭素繊維強化ＰＰへの適用例 ～引張試験～
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